
令和６年度第１回館山警察署協議会

１ 開催日

令和６年６月１２日（水曜日）

２ 開催場所

館山警察署

３ 出席者

・協議会委員 ８人 ・警察署 １４人

４ 業務報告

（１）「頼れる・誇れる・思いやりのある千葉県警察の確立に向けた取組み」について

千葉県警察の基本姿勢について説明し、特に採用募集活動の取組等について説明

した。

（２）「若手警察官育成プログラム」について

若手警察職員育成について説明した後、拝命後５年未満の若手職員を協議会に参

加させ、協議会委員との懇談会を実施した。

５ 警察署からの諮問事項

なし

６ 委員からの要望・意見等

【質問】

館山署で勤務していて、管内のどういったところを改善すれば、よりよい街になると

思いますか。

（若手職員との懇談会中に若手職員が受理した質問）

【回答】

若手職員３名が以下のとおり回答した。

（１）交通課員

交通課では高齢者を対象とした「いきいきキャンペーン」という安全運動を行っ

ており、その活動の中で、多くの方が「不審な電話がかかってきた。」「変な業者

が家に来た。」等のお話しを聞く機会がありました。

館山管内は高齢者が多い地域というのもあり、その様な詐欺の被害が多発してい

るのだと感じています。

交通としての活動はもちろんですが、一緒に、留守番電話設定等の詐欺対策や自

宅の施錠を教示していけたらなと思い活動しています。



（２）地域課員

この街は、土地も広大であり、年齢層が高い街でもあるため、交通手段としてバ

スを多く用いていると思いますが、色々な行き先のバスがあり、交番で勤務してい

る時に、バスの行き先や乗り場を尋ねられることが多くあります。観光地で県外か

らも人が多く集まる事も考えると、どのバスに乗れば良いのかわからないという方

が多くいるため、そこをわかりやすくする事も、良い街づくりに繋がるのではない

かと考えます。

（３）刑事課員

当署で勤務していると、地域の皆さんから本当に暖かく接していただき、住みや

すい街だと感じますが、刑事課としてみると、自宅の施錠をせずに外出したり、自

転車の施錠をせずに盗まれてしまったりといった事件を多く見るので、そういった

住民の方々に「鍵をかけて身を守る」という防犯意識を向上していただくと良いの

ではないかと思います。

《館山警察署協議会の開催状況》


